
令和７年度 第１回

石川中央都市圏地域公共交通協議会

令和7年11月4日



会議次第

１． 開 会

２． 挨 拶

３． 議 題

報告事項

報告第１号 令和６年度収支決算報告 P2

報告第２号 石川中央都市圏地域公共交通計画 達成指標の進捗報告
 

P6

報告第３号 北陸鉄道線を中心とした広域公共交通ネットワーク再生戦略の進捗報告
                       ①北陸鉄道線鉄道事業再構築実施計画の推進について P18                    
 
 
                                         ②北陸鉄道株式会社からの報告  P24

（鉄道線利用状況、令和７年度の整備事業・利便性向上策の進捗等）

４． 閉 会

日時：令和７年11月4日（火）15時00分～16時30分

場所：金沢歌劇座 大集会室

1



石川中央都市圏地域公共交通協議会
令和６年度収支決算報告

報告第１号
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令和６年度収支決算報告

項 目 当初予算額A 決算額B 差引(B-A) 備考

負担金

金沢市 832,000 693,419 -138,581

白山市 258,000 223,751 -34,249

かほく市 19,000 7,389 -11,611

野々市市 128,000 110,398 -17,602

津幡町 19,000 7,389 -11,611

内灘町 114,000 105,964 -8,036

合 計 1,370,000 1,148,310 -221,690

項 目 当初予算額A 決算額B 差引(B-A) 備考

事業費

委託費 1,000,000 1,000,000 0   二次交通利用促進広報動画作成費

委員謝礼 234,000 100,816 -133,184

一般経費 136,000 47,494 -88,506
会場使用料、収入印紙
振込手数料

合 計 1,370,000 1,148,310 -221,690

【収 入】 （単位：円）

【支 出】 （単位：円）

○収入決算額     支出決算額
1,148,310円  － 1,148,310円 ＝ 0円
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令和６年度収支決算報告

（参考）令和６年度事業報告

二次交通利用促進広報動画作成費

(1) 実施概要

北陸新幹線敦賀延伸を契機として、その開業効果を二次交通（石川線・浅野川線、IRいしかわ鉄道、

路線バスなど）に波及させるため、利用促進に繋がる広報プロモーション動画を作成

(2) 実績

□動画内容

楽曲名「プロミスキップ」 作詞・作曲 中新 賢人

協力 北陸鉄道グループ (北陸鉄道株式会社 北鉄金沢バス株式会社)

撮影地 金沢市 / 白山市 / 野々市市 / 内灘町

□効果

2025年３月21日公開 YouTube約1.５万回再生（令和７年10月時点）

その他、カーフリーデー等のイベントで披露し、公共交通利用促進をPR
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令和６年度収支決算報告
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石川中央都市圏地域公共交通計画
達成指標の進捗報告

報告第２号
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石川中央都市圏地域公共交通計画（令和５年３月策定）概要
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石川中央都市圏地域公共交通計画（令和５年３月策定）概要
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石川中央都市圏地域公共交通計画（令和５年３月策定）フォローアップについて

◼ 事業内容について、計画に基づく事業の実施状況、目標指標の達成状況を定期的に確認・評価・
検証し、改善や見直しを図る「PDCAサイクル」に基づき進捗を管理

◼ 具体的には、事業内容の進捗状況は本計画で設定した「達成指標」に基づき管理し、定量的・客観
的に分析・評価し、かつ、国の制度の変更や社会経済状況の変化を勘案しつつ、必要に応じて法
定協議会を開催し、柔軟に見直しを実施
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達成指標の状況

基本方針１：超高齢・人口減少社会に対応した広域的な公共交通網の構築

主な施策 施策・主な取組の達成指標

１）広域的な幹線路線の

維持・充実（鉄道/バス）

路線バス・コミュニティバスの路線数・便数

※路線バス（北陸鉄道路線バス、城下まち金沢周遊バス、西日本JRバス）及び各市町コミュニティバス
※平日の運行便数 出典：交通事業者・各市町提供データ

基準値（Ｒ４.10） R５年度（R6.3） 現況値（R７．３） 目標

路線バス:

86路線、2,4１３便

コミュニティバス:

49路線、513便

路線バス:

8４路線、2,245便

コミュニティバス:

44路線、471便

路線バス:

8０路線、2,095便

コミュニティバス:

4３路線、454便

維持を目指す

主な施策 施策・主な取組の達成指標

２）北陸鉄道線の持続可能
性確保（石川線・浅野川線）

北陸鉄道線（石川線・浅野川線）の利用人数

出典：北陸鉄道㈱提供データ

基準値（Ｒ３年度） R５年度 現況値（R6年度） 目標

石川線：2,439人/日

浅野川線：3,764人/日

石川線：2,９０８人/日

浅野川線：４,363人/日

石川線：2,９７７人/日
浅野川線：４,５６５人/日

増加を目指す

主な施策 施策・主な取組の達成指標

３）交通不便地域の解消

公共交通カバー率

※徒歩圏は鉄道駅から500ｍ、バス停から300ｍ 出典：国勢調査250メートルメッシュ人口

基準値（Ｒ４.10） R５年度 現況値（R６年度） 目標

88％ 88％ 88％ 維持・拡充を目指す
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達成指標の状況

基本方針２：分かりやすく使いたくなる公共交通の利用環境の改善

主な施策 施策・主な取組の達成指標

１）交通結節点の整備・機能
強化

パーク・アンド・ライド利用者数（設置台数）

※Ｋパーク及びＫパーク以外の既存パーク・アンド・ライド利用者数、駐車場台数 出典：各市町提供データ

基準値（Ｒ４.10） R５年度（R6.3） 現況値（R７．３） 目標

613人（1,296台） 6８０人（1,３７３台） 6８２人（1,３７４台） 1,600人（1,950台）

主な施策 施策・主な取組の達成指標

２）公共交通の利用しやす
さ・わかりやすさの向上

市町連携のMaaS取組件数

出典：各市町提供データ

基準値（Ｒ４.10） R５年度 現況値（R6年度） 目標

５件/年 １3件/年 １０件/年 維持・増加を目指す

駅のバリアフリー化率

出典：交通事業者提供データ

基準値（Ｒ３年度） R５年度 現況値（R７.３） 目標

28％ 29％ 29％ 増加を目指す

ノンステップバス導入率

出典：交通事業者提供データ

基準値（Ｒ３年度） R５年度（R6.3） 現況値（R７.３） 目標

４３％ 47％ 52％ 維持・増加を目指す
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達成指標の状況

基本方針３：公共交通利用促進に向けた住民等の意識醸成

主な施策 施策・主な取組の達成指標

１）公共交通を利用する
ライフスタイルの形成

市町連携のモビリティマネジメント事業の実施件数

出典：各市町提供データ

基準値（Ｒ３年度） R５年度 現況値（R6年度） 目標

１件/年 １件/年 ２件/年 維持・増加を目指す

主な施策 施策・主な取組の達成指標

２）脱炭素社会の実現に
向けた環境整備

環境対応車両の導入台数（EV車両等）

※路線バス（北陸鉄道路線バス、城下まち金沢周遊バス、西日本JRバス）及び各市町コミュニティバス

※交通事業者・各市町提供データより算出

基準値（Ｒ３年度） R５年度 現況値（R6年度） 目標

０台 ０台 １台 増加を目指す

主な施策 施策・主な取組の達成指標

３）運転手や地域の担い手
の確保

運転手確保の支援事業実施数

※交通事業者・各市町提供データより算出

基準値（Ｒ３年度） R５年度 現況値（R6年度） 目標

４件/年 ９件/年 １３件/年 維持・増加を目指す
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達成指標の状況 総括

◼ 「路線バス・コミュニティバスの路線数・便数」については、令和５年度より路線バス

で４路線、1５０便の減少、コミュニティバスで１路線、１７便の減少となったが、「公

共交通カバー率」は維持している状況である。

◼ 「北陸鉄道線の利用人数」は石川線、浅野川線ともに令和５年度より増加している。

◼ 「運転手確保の支援事業実施数」については、自治体だけでなく、交通事業者の取

組も年々増えており、計画策定時より大きく増加している。

◼ 「市町連携のMaaS取組件数」は国民文化祭記念フリー切符など一部デジタル乗車

券の終了により令和５年度より減少はしているが、基準値を上回っている。

◼ 「パーク・アンド・ライド利用者数（設置台数）」、「駅のバリアフリー化率」、「ノンステッ

プバス導入率」、「市町連携のモビリティマネジメント事業の実施件数」、「環境対応

車両の導入台数」はいずれも増加傾向にある。

達成指標について、各指標概ね基準値を維持あるいは改善傾向にあり、前年度

実績値を上回る指標もあることから、目標に向けて順調に推移している。
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（参考）効果指標の状況

効果指標
基準値
（R３年度）

R5年度
現況値
（R６年度）

目標値
（R9年度）

鉄道・バスの
利用者数

１１０千人/日 1３５千人/日 1３４千人/日
１５９千人/日

以上

公共交通の
収支率

０．８ ０．９９ ０．９５ １．０ 以上

公共交通への
公的資金投入額

９．54億円/年 10.80億円/年 ８．６６億円/年
平均（R5～９年度）
６．44億円/年
程度を確保

石川中央都市圏の
公共交通分担率
（平日）

８％ － － ９％

鉄道・バス運転手
の採用者数

１３人/年 28人/年 ２０人/年
平均（R5～９年度）

19人/年 以上

※公共交通分担率（平日）は計画の最終年次において調査し把握することとしている。
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修正前 修正後

石川中央都市圏地域公共交通計画の一部修正について

計画 P７６
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修正前 修正後

石川中央都市圏地域公共交通計画の一部修正について

計画 P７８

16



修正前 修正後

石川中央都市圏地域公共交通計画の一部修正について

計画 P82
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北陸鉄道線を中心とした
広域公共交通ネットワーク再生戦略

（①北陸鉄道線鉄道事業再構築実施計画の推進）

報告第３号
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北陸鉄道線鉄道事業再構築の経緯

◼ 石川中央都市圏の地域鉄道・路線バスは、日常生活を支えるだけでなく道路混雑の緩和にも寄与する公共交通だが、
令和2年頃からのコロナ禍や、燃料価格高騰・バス運転士不足等により、地域公共交通は未曽有の危機に直面。

◼ 特に北陸鉄道石川線・浅野川線については、これまでのバス事業等の収益からの内部補助による維持は困難となり、
北陸鉄道株式会社から沿線自治体に対し、上下分離方式の導入による持続可能性確保の要望があった。

◼ 沿線自治体は、令和5年3月に石川中央都市圏地域公共交通計画を策定するとともに、特に状況の厳しい石川線の
BRT化なども含めたあり方の検討を行い、令和5年8月、石川線の鉄道線としての存続を決定。

◼ 令和６年５月に沿線自治体首長による知事要望を経て、「みなし上下分離方式」による北陸鉄道への支援を決定。
（令和７年度から15年間の事業費約141億円について、国の制度を活用し、県・沿線市町で協調支援）

◼ その支援のあり方を「北陸鉄道線を中心とした広域公共交通ネットワーク再生戦略（北陸鉄道線鉄道事業再構築実
施計画の概略）」として取りまとめ、令和６年７月の石川中央都市圏地域公共交通協議会にて報告。

◼ 協議会での意見聴取を踏まえ、同年11月に北陸鉄道線鉄道事業再構築実施計画を国に申請し、令和６年12月26日に
国の認定を受け、令和７年４月より同計画に基づく15年間の再構築事業を開始。
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北陸鉄道線鉄道再構築実施計画の概要

＜基本的な考え方＞

◼ 北陸鉄道線（石川線及び浅野川線）は、沿線住民の日常生活を支えるだけでなく、道路混雑の緩和にも寄与する公
共交通であり、地域にとって今後も必要となる大量輸送機関であるとの認識のもと、石川県並びに金沢市、白山市、
野々市市及び内灘町は、鉄道の持続可能性の確保のため、鉄道施設等の整備、鉄道施設等の維持管理に要する費用
を支援するとともに、北陸鉄道が主体的に実施する利便性向上策に連携し、鉄道線の利用促進に取り組む。

◼ 北陸鉄道は、石川県及び沿線市町の支援による生まれる余力と不断の経営努力の上に利便性向上策に取り組むこと
とし、利便性向上策とは別に、鉄道・バス運転士等の現場職員の担い手不足対策の取組を実施する。

現
状

こ
れ
か
ら

鉄道・バスの担い
手・サービス水準
向上の余力確保

北陸鉄道線の
利用者増加

鉄道・バス等の
サービス水準向上

公共交通利用者
の回復

過度に自家用車
に依存せず暮らせ
る社会の実現

北陸鉄道線への支援拡充

現
状

こ
れ
か
ら

公共交通の利用減少
燃料価格高騰

バス運転士の不足等
減便・廃止

負のスパイラル

北陸鉄道線の
安全・安定運行と利便性向上

好循環の実現

サービス
低下
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北陸鉄道線鉄道再構築実施計画の概要

北陸信越運輸局資料（令和6年12月25日）より抜粋 21



北陸鉄道線鉄道再構築実施計画の概要

国・自治体負担対象事業費 北陸鉄道負担対象事業費

鉄道施設等の整備

主な基幹事業

線路設備更新

約７２．２億円

－

電路設備更新 －

その他（停車場の整備・鶴来車両
工場改修など）

－

主な効果促進事業

車両更新 約３９.５億円 －

キャッシュレス対応強化 約１．７億円 負担あり

鉄道施設等の維持管理

線路保存費・電路保存費（修繕費）

約18.9億円

－

線路保存費・電路保存費（修繕費除く）

約8.7億円

車両保存費

運転費、案内宣伝費、一般管理費等 － 約73億円

利便性向上策の実施

鉄道施設等の整備 キャッシュレス対応強化（再掲） 約１．７億円（再掲） 負担あり(再掲）

増便、運賃低減、企画乗車券の造成等

増便 －

負担あり

運賃低減、企画乗車券の造成等 －

事業費合計222.5億円 22



北陸鉄道線鉄道再構築実施計画の概要

施 策 実施時期（予定）

鉄道を中心とした
広域公共交通ネットワークの利便性向上

・車両の更新(CO2排出削減に資する環境に配慮した新型車両の導入） Ｒ９～１１

・軌道、停車場の改良 Ｒ７～

・石川線の増便・ダイヤ変更
Ｒ９～

（Ｒ６より先行実施）

・駅の待合環境やアクセス性向上、駅のコミュニティ拠点化 Ｒ７～

・二次交通との接続強化 Ｒ７～

・パーク・アンド・ライドの利用促進 Ｒ７～

・多言語化対応等の外国人旅行客の受入環境整備 Ｒ７～

・タッチ決済システムの導入 Ｒ７～

・乗車券のデジタル化 Ｒ８～

・多分野連携 Ｒ７～

・サイクルトレインの拡充 Ｒ８～

利用者が鉄道を利用しやすくするために
実施する措置

・企画乗車券の充実 Ｒ７～

・学生などへの支援 Ｒ７～

・こども無料化 Ｒ７～

・駅カルテの作成 Ｒ７～

・鉄道の観光資源化 Ｒ８～

・鶴来・白山エリアの活性化（着地型観光・レンタサイクル連携） Ｒ７～

・プロモーションの展開 Ｒ７～

・沿線企業や住民等と連携した利用促進 Ｒ７～

抜本的な利便性向上に係る
中長期的な調査検討

（調査検討項目）

・石川線のＩＲいしかわ鉄道線への乗り入れ
・石川線鶴来駅の駅西側からのアクセス向上
・石川線の香林坊方面への延伸
・浅野川線内灘駅の交通機能の強化や利便性の向上、交流・賑わい機能の確保
・新駅の設置 等

R7～

◆利便性向上策
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北陸鉄道線を中心とした
広域公共交通ネットワーク再生戦略
（②北陸鉄道株式会社からの報告）

報告第３号
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北陸鉄道の近況について

令和7年11月4日
北陸鉄道株式会社
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1 業績（令和6年度）

1 北鉄グループ全体の営業収支

●本業の儲けを示す営業収支は、前年度に比べ増収減益。

●物価や人件費の高騰により、約1億円の営業赤字を計上。

2 運輸業の営業収支

●乗合バス及び鉄道事業で約10億円の赤字を計上したが、高速バス及び貸切バスの利益で赤字を約4億円まで圧縮。

●鉄道事業の赤字額は、前年とほぼ同額。

●令和7年度以降は、再構築事業を推進していくことで、鉄道事業の収支改善につなげていきたい。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

営業収入 営業費用

-1000

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

乗合バス事業 高速バス事業 貸切バス事業 鉄道事業

1 北鉄グループ全体の営業収支

120億円 121億円

運輸業

レジャー
サービス

建設業

営業損益
△1億円

最終損益
6億円

2 運輸業の営業収支（北鉄グループ）

営業損益
△4億円

△8億円

△2億円

4億円

2億円

（百万円）（百万円）

賃貸業
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2 バス運転士確保の取組み

1 バス運転士の充足率の現状

●令和6年度末の充足率は95％、定員に対し21人不足。

●令和7年度に入ってからは、金沢地区で9人採用、10人退職 （9/30時点）、充足率は93％。

●高齢化が進んでおり、令和8年度は相当数の定年退職者数が見込まれる。

2 バス運転士確保の取組み

●TVCMやポスター、SNSのほか、経営陣全員がチラシ配布を実施、体験会等も計13回開催するなど採用活動を強化。

●離職防止策として、今年度は平均給与を約5.7％アップしたほか、制度・設備の更新に努めている。

89.0%

90.0%

91.0%

92.0%

93.0%

94.0%

95.0%

96.0%

0

5

10

15

20

25

30

35

R元度 R2度 R3度 R4度 R5度 R6度

採用者数 退職者数 定年退職者数 充足率

TVCM チラシ配布

運転体験 バスマスク

ポスター ラッピング

運転士充足率（金沢地区） バス運転士募集活動
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2 バス運転士確保の取組み （参考）

1 年間労働時間

●改善基準告示対応で抑制傾向にあるものの、全産業及び運輸業に比べ、高い水準で推移。

●ダイヤ維持のため定員不足分を運転士の時間外労働で穴埋めしており、労働時間は長くなる傾向。

●運転士の採用及び離職防止のため、労働環境改善の一環として労働時間の短縮に取り組んでいく。

2 年間賃金

●運転士の給与水準向上に取り組んだ結果、時間外手当を含めた年間賃金は全産業を超えている。

●労働時間の抑制が進んでも、適切な賃金水準が維持できるよう取り組んでいく。

1 年間労働時間 2 年間賃金

1,500

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

全産業計 運輸業計 北陸鉄道バス運転士

（時間）

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

全産業計 運輸業計 北陸鉄道バス運転士

（千円）

※全産業計及び運輸業計の数値は、厚生労働省「毎月勤労統計調査」から算出 ※北陸鉄道バス運転士の数値は、年度数値
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３ 鉄道線の業績

券 種 名 石 川 線 浅野川線

定 期 通 勤
人 数
前年比

１１４，１０７人
１０３．９％

２０２，３７８人
１００．２％

通 学
人 数
前年比

２２９，２０４人
１０６．４％

２７３，１７８人
９９．４％

定 期 計
人 数
前年比

３４３，３１１人
１０５．６％

４７５，５５６人
９９．７％

定期外 回数券
人 数
前年比

４９，６３３人
９９．０％

９８，２５３人
９９．９％

普通券
人 数
前年比

１９２，１９９人
１０１．９％

２９２，５７３人
９８．９％

定 期 外 計
人 数
前年比

２４１，８３２人
１０1．3％

３９０，８２６人
９９．１％

総 合 計
人 数
前年比

５８５，１４３人
１０３．８％

８６６，３８２人
９９．５％

令和7年度上半期 鉄道線輸送人員実績
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（一例）石川線「白山ジオパークライン」を起点とした、さまざまなジオパーク関連イベントや企画券の造成に取り組む予定。

４ 石川線ブランディング

ユネスコ世界ジオパークに認定された「白山手取川ジオパーク」エリアを運行する鉄道路線として、石川線の愛称を「白

山ジオパークライン」と決定。

今後は、「白山手取川ジオパーク」エリアを運行する公共交通機関に相応しい様々な施策を通じ、ファン醸成と利用促進

に取り組んでいく。

生活 歴史

地形

文化

地質

産業

植物 動物

石川線

白山ジオパークライン

白山麓を運行する路線バスとの連携 白山麓を周遊する定期観光バスとの連携 鶴来駅からのサイクルツアーとの連携

※専用ロゴ作成中
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鉄道事業再構築事業について
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【令和7年度整備事業一覧】 ☆別途資料あり

項 目 進 捗 状 況

①重軌条化 石川線井口～道法寺駅間レール重軌条化（年内竣工予定）

②道床交換 石川線西泉～野町駅間道床交換（2月末竣工予定）

③変電所更新 ☆ 額住宅前駅に新変電所新設、野々市変電所は廃止・解体

④電車線等更新 日御子～鶴来駅間電車線更新（1月末竣工予定）

⑤電柱更新 新西金沢駅構内及び額住宅前駅構内の電柱改良（2月末竣工予定）

⑥踏切無警報対策 四十万踏切、西泉3号踏切（2月末竣工予定）

⑦信号保安設備更新 道法寺～鶴来駅間10踏切における列車検知装置の更新（2月末竣工予定）

⑧停車場整備 ☆
自転車用斜路整備、野々市工大前駅改修基本構想設計
西泉駅・新西金沢駅旅客動線改良工事

⑨ホーム上屋塗装等 ☆ 割出駅ホーム上屋取替、照明LED化工事完了

⑩大野川橋梁補修 ☆ 橋桁、橋脚健全性調査及びモニタリング装置設置工事

⑪キャッシュレス決済 ☆ 仕様確定、ソフト・ハード開発、駅設置用柱設置工事開始

⑫内灘検車区改修 洗車機能向上に向けた測量、詳細設計実施

５ 整備事業の進捗状況
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③額住宅前変電所新設（平面図及び外観イメージ図）

・ 現駅舎を解体し同敷地に２階建変電所を新築
・ １階の旅客動線上に待合室再整備
（ベンチ数はほぼ既存分を確保）

・ 新変電所から送電開始後、野々市変電所解体

５ 整備事業の進捗状況
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⑧停車場整備

〇自転車用斜路の整備
石川線斜路整備完了、今後浅野川線への
整備と斜路部に自転車マーク看板設置

〇西泉駅・新西金沢駅
西泉駅及び新西金沢駅の出入口を改良し、
入出場旅客の錯綜改善を図る
西泉駅は今後のホーム・上屋改良工事の準
備として既存待合室の撤去工事を実施

〇野々市工大前駅
賑わいのある駅環境創出の実現を目指した
コミュニティスペースの基本構想設計を進め
る

５ 整備事業の進捗状況

日御子駅 自転車用斜路整備

新西金沢駅 出入口改良工事
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⑨ホーム上屋塗装等

割出駅ホーム上屋の柱補強、屋根取替及び照明のＬＥＤ化（9月末竣工）

５ 整備事業の進捗状況
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⑩大野川橋梁補修 モニタリング装置設置工事

５ 整備事業の進捗状況

橋脚傾斜センサ、超音波水位計及びモニタリング
カメラを設置

地震や橋脚洗堀による橋脚傾斜、大雨などによる
河川水位上昇や橋脚周辺に堆積する漂流物の状
況の監視体制を構築

異常検知時は列車抑止すると共に関係向きへ自
動通報し事故防止と早期対応を図る
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⑪キャッシュレス（タッチ）決済システム導入

【工事進捗状況】
石川線駅出入口へタッチ決済端末用ポールの設
置と電源工事が概ね終了、今後浅野川線の駅と
車両改造工事を進め今年度中の運用開始を目
指す

【タッチ決済運用概要】
石川・浅野川両線全駅の出入口部に入出場用
タッチ決済端末を設置
全車両の運賃箱にタッチ決済端末を併設（石川
線車両では新紙幣対応運賃箱への更新も合わ
せて実施）

タッチ決済による乗降方法は、駅の入場用端末
にタッチして入場チェック、降車時は先頭車運賃
箱併設の降車用端末にタッチして精算する方式
ただし、将来のサイクルトレイン拡大時は、自転
車持込み旅客の車内移動は困難であることから、
駅端末で入出場チェック・精算を行う方式の採用
を検討している

日御子駅 端末設置用ポール

５ 整備事業の進捗状況

車載用降車端末

駅設置端末
（無人駅用）
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①学生支援
学生等の移動の一助として石川線沿線から金沢市内への電車・バス料金が最大半額になる「石川線・ＩＲ
西金マル得きっぷ」、「石川線－金沢まちなかマル得きっぷ」を販売、学生支援と利用促進を図っている

②こども無料化
本年も10月の土日祝に鉄道線のこども無料キャンペーンを実施
より多くの方にご利用頂くため、ポスター、チラシを作成するとともに新聞広告や新聞折込チラシにも掲載
するなどPR強化を図った
（沿線自治体にもポスター・チラシを配布）

③鉄道イベント
浅野川線100周年、石川線110周年、浅野川線8800系引退を記念した各種記念乗車券の販売、電車まつり
や沿線自治体イベント参加を通した利用促進策等を実施
10月12日開催に電車まつり開催、信号機器メーカーにブース出展してもらうなど新たな取組みを実施

６ 利便向上・利用促進策の進捗状況

記念乗車券
こども無料キャンペーン

ポスター ほくてつ電車まつり
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④駅カルテ作成
二次交通（最寄りバス停）や公的施設、観光資源等の駅勢圏情報をとりまとめた駅カルテ案（駅周辺マッ
プ）を作成中
石川線の鶴来駅・額住宅前駅・野々市工大前駅・新西金沢駅・野町駅を現在作成中（浅野川線も順次作成）

⑤レンタサイクル事業及び観光協会、民間事業者との連携
鶴来駅構内で営業するレンタサイクル店「eくるっっっと」と連携、ガイド付きサイクルツアーを開催（10月12
日電車まつりに合わせて実施）
ほくてつハイキングにおいて、ルートや協力店舗の選定など観光協会や民間事業者等との連携強化
（内灘・野々市・鶴来コースにおいて各自治体関係機関と連携）

６ 利便向上・利用促進策の進捗状況

駅カルテ（野々市工大前） ガイド付きサイクリングツアー
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⑥業務サイン多言語化
新西金沢駅に多言語対応デジタルサイネージを設置準備中

⑦沿線企業連携
沿線企業と面談実施、現状の公共交通利用状況と利用上の課題についてヒアリング実施課題解決策や沿
線企業との連携強化について具体的な検討を進めている
【例】
金沢村田製作所様主催の構内イルミネーション見学会において公共交通利用促進策を連携実施予定
（石川線を利用して来場された方に北鉄グッズをプレゼント）

⑧まちづくり・観光施策との連携
金沢市の新たな額乙丸パーク・アンド・ライド駐車場（社会実験）に関して、沿線企業へのPRや駅でのポス
ター掲出により利用促進に努めている

６ 利便向上・利用促進策の進捗状況

額乙丸パーク・アンド・ライド駐車場（社会実験）ポスター

金沢村田製作所様との連携企画

40



期待される効果 実施内容

安全性の向上

・車体の強度向上
・台車性能の向上

・乗務員支援機能の強化

快適性・利便性の向上

・走行時の振動低減
・細やかな空調制御

・バリアフリー設備の充実

ランニングコスト・

環境負荷の削減

・電力消費量の低減(40%以上)
・機器のメンテナンスフリー化

・ステンレス車体による無塗装化

インバウンド対応
・多言語による案内表示

・自動放送の英語対応

目指す新型車両（仕様概要）

７ 石川線車両仕様概要と電力削減効果
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目指す新型車両（新旧比較表）

７ 石川線車両仕様概要と電力削減効果

項目 現行車両(7000系) 新形式車両

編 成 2両編成 2両編成

車 体 ステンレス製(塗装) ステンレス製(無塗装)

座 席 ロングシート バケット式ロングシート

空調制御 手動による入切 温度・湿度センサにより自動

放送装置 自動放送(英語対応) 自動放送(英語対応)

行先表示器 幕式 セレクトカラーLED式

案内表示器 フルカラーLED式 フルカラーLED式

制御装置 抵抗制御 SiC-VVVF制御+回生

台 車 コイルばね式 ボルスタ付き空気ばね方式

42



★コストの試算

項目 延命工事 車両譲渡 新造改造

車両価格（参考価格） 0 300 550

更新工事(※2) 300 0 100

導入後定期検査費用(※3) 93 112 196

合計(※4) 393 412 846

1年あたりの費用  19.6  16.4 14.1

項目 延命工事 車両譲渡 新造改造

導入時の車齢 61年 35年 0年

導入後使用年数(※1) 20年 25年 60年

※1 車両の使用年数は新造から60年とする（既存車両延命工事は施工後20年使用)
※2 車齢中間の約30年で更新工事を実施する
※3 定期検査周期は全般検査8年、重要部検査4年とする
※4 改造・新造ともに設計費および入線後の性能試験費を含めない

単位：百万円《2両1編成あたり》

2025年9月現在

⇒新造車両は長期使用が可能な上、コスト面でも最善

７ 石川線車両仕様概要と電力削減効果
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車両更新により、抵抗制御から回生ブレーキを有したVVVFインバータ制御装置等を導入
することで、電力消費量の大幅な低減を期待できる

《既存車両（抵抗制御）と新造車両の電力量比較》

※1 車両走行に係わる電力消費量を想定し試算
※2 石川線運用として年間105,000kmを走行すると仮定
※3 2025年9月の電気料金単価(26.34円)により試算
※4 譲渡車両の場合は同一数値・延命工事の場合は車両重量増により約8%悪化

⇒車両更新により年間4,425千円/編成の
 電力料金節減が見込まれる

７ 石川線車両仕様概要と電力削減効果

項目 既存車両 新造車両(※4)

電力消費量の比率(削減量の比率＝省エネ) 100％ 目標値60%(40%減)

電力消費原単位[kWh/両・km](※1) 4.0 2.4

年間電力消費量[千kWh/編成] (※2) 420 252

年間電力料金[千円/編成] (※3) 11,062 6,637

年間節減分[千円/編成] - 4,425
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